
令和４年度 理科 授業改善推進プラン 

大田区立池雪小学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１） 成果 

昨年度の授業改善推進プランでは、「知識・技能」の定着を図るために、単元後

半での振り返りや復習を充実させるほか、問題の見出し、予想、考察の各場面での

既習事項の想起を充実させることを挙げた。それらの場面で十分に時間をとること

ができるように、各学級で、ワークシートやノートの工夫、ICT の活用が進んだ。 

今回、全ての学年において「知識・技能」の正答率が目標値や全国平均のいずれ

も上回っていた。昨年度の授業改善は成果を上げていると考えられる。 

 

（２） 課題 

 ①実験器具を正しく取り扱う技能を定着させるために、観察・実験の機会を確保

する。 

 ②児童の疑問から生まれる問題を解決していく流れを授業の基本とし、児童が自

分ごととして問題をとらえ、追究できるようにする。 

 ③科学的な思考力を育てるために、発達段階や単元内容に応じて、問題の見出し、

根拠のある予想、実験方法の検討、考察のいずれの場面を中心にするか、単元

を計画する。 

 

２ 大田区学習効果測定の結果分析 

（１） 達成率（経年比較）    

 令和４年度結果 令和３年度結果 

第４学年 
平均正答率が、目標値

を上回っている。 

 

第５学年 
平均正答率が、目標値

を上回っている。 

平均正答率が、目標値を上回ってい

る。（第４学年時） 

第６学年 
平均正答率が、目標値

を上回っている。 

平均正答率が、目標値を上回ってい

る。（第５学年時） 

 

（２） 分析（観点別） 

 ４年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態

度 

全体の平均正答率は、目

標値を上回っていたので

学習の状況は概ね良好と

いえる。 

全体の平均正答率は、目

標値を上回っていたので

学習の状況は概ね良好と

いえる。 

ただし、予想や結果から

の考察について答える問

題については目標値を大

きく下回っている。実験

全体の平均正答率は、目

標値を上回っていたので

学習の状況は概ね良好と

いえる。 



結果と予想を結び付けて

考えることに課題があ

る。 

 

 

５年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態

度 

全体の平均正答率は、目

標値を上回っていた。し

かし、「粒子」「エネル

ギー」領域のほとんどの

問題では目標値を下回っ

ている。 

全体の平均正答率は、目

標値を上回っていたので

学習の状況は概ね良好と

いえる。 

全体の平均正答率は、目

標値を上回っていたので

学習の状況は概ね良好と

いえる。 

 ６年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態

度 

全体の平均正答率は、目

標値を上回っていたので

学習の状況は概ね良好と

いえる。 

ただし、顕微鏡の取り扱

いについての問題だけは

目標値を大きく下回って

いる。 

全体の平均正答率は、目

標値を上回っていたので

学習の状況は概ね良好と

いえる。 

全体の平均正答率は、目

標値を上回っていたので

学習の状況は概ね良好と

いえる。 

 

 

 

３ 授業改善のポイント（観点別） 

（１）中学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態

度 

・生物に関する学習で

は、実際に昆虫を育て

る、虫眼鏡を使って観察

を行うなど、児童が実物

に触れる場面を確保す

る。児童が、観察や飼育

の方法や器具の安全な扱

い方を身に付けることが

できるようにする。 

 

 

・学習したことを活用し

て、考える問題に取り組

む。児童が、実験の条件

を比較したり、既習事項

に関連付けたりしなが

ら、根拠をもって判断で

きるようにする。 

・３年生では主に、２つ

以上の事物・現象を比較

することによって問題を

見いだすことを重点に指

導する。 

・見通しをもって学習に

取り組むことができるよ

うに、「事物・現象との

関わり」、「問題の見い

だし」、「予想・仮

説」、「実験計画の立

案」、「実験・観察」、

「結果の処理」、「考

察・推論」、「結論」の

学習の流れに沿って学習

を進めるようにする。特

に問題の見出しに重点を



・４年生では主に根拠の

ある予想を立てることを

重点に指導する。 

・考察場面では、見いだ

した問題と予想を、実験

や観察から導き出された

結果と結び付けて考え、

文章化することを指導す

る。 

置き、学習問題が自分の

こととして考えられるよ

うにする。 

 

 

 

 

 

（２）高学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態

度 

・「生命」「地球」を柱

とした学習では、実物を

観察する機会を十分に確

保する。生活経験や既習

内容との関わりを想起さ

せ、共通点や相違点を意

識して学習できるように

する。 

・ 「 粒 子 」 「 エ ネ ル

ギー」を柱とした内容で

は、実験結果の読み取り

や比較の方法を確かめる

ことにより、正しい考察

や結論、それに基づく知

識を導き出せるようにす

る。 

・実験はできる限り少人

数単位で行う。器具の正

しい取り扱いに関する知

識・技能の習得を目指

す。 

・前年度までの学習内容

の振り返りつつ、該当学

年の指導を行い、系統立

てた指導を行うことで確

かな学力の定着を図る。 

・５年生では、根拠のあ

る予想や仮説をもとに、

解決の方法を発想する活

動を思考・判断・表現の

力を伸ばす重点とする。

知りたいことと想定され

る結果から、必要な条件

を考え、表現する活動を

充実させる。 

・６年生では、自然の事

物・現象から見いだした

問題について追及し、よ

り妥当な考えをつくりだ

すといった問題解決の力

を育成することに重点を

置く。 

・見通しをもって学習に

取り組むことができるよ

うに、「事物・現象との

関わり」、「問題の見い

だし」、「予想・仮

説」、「実験計画の立

案」、「実験・観察」、

「結果の処理」、「考

察・推論」、「結論」な

どの、単元学習の流れを

定め、それに従って学習

を進めるようにする。 

・粘り強い取組を行おう

とする側面については特

に、「事物・事象との関

わり」と「問題の見いだ

し」の場面を中心に育成

を図る。 

・自らの学習を調整しよ

うとする側面について

は、特に「実験観察」

「結果の処理」「考察・

推論」の場面を中心に、

児童同士の話し合いを通

して育成を図る。 

 


